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消毒副生成物の検査の期間です！ 
特定建築物に該当する建物は、定期で水質検査が義務付けられています。 

中でも消毒副生成物の１２項目は、水質検査の実施時期が決められており、 

６月～９月の間に実施する必要があります。詳しくは下記ＵＲＬからもご覧いただけます。 

特定建築物における水質検査：https://www.knights.jp/knightsreport/reports/KR08005.pdf 
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2023 年度第 1 回水質基準逐次改正 
検討会の検討内容について 
2023 年 6 月 16 日に厚生労働省で開催された 

表題の検討会において、水道水質基準項目の  

分類と農薬類の評価値の見直しが検討されました。 

① 陰イオン界面活性剤の分類見直し 

 2022 年 度 第 1 回 同 検 討 会 に お い て 、     

「今後、直近 5 年で基準値の 10％超過地点が  

ないならば、出荷量や排出量の状況等を考慮して、

水質管理目標設定項目への変更を検討していく」

こととされていました。 

2018年度以降は基準値の 10%超過は確認されて

おらず、3 種の陰イオン界面活性剤の出荷量及び 

排出量の確認結果は、2020 年度以降は横ばいと 

なっています。 

これを受けて、2018 年度から 2022 年度までの 

5年間で基準値の 10％超過が確認されない場合は、

出荷量等を考慮して水質管理目標設定項目への 

変更を検討するとされました。 

② 対象農薬リスト掲載農薬類（パラコート）の  

評価値の見直し 

 パラコートについて、食品健康影響評価の   

結果から、現行評価値とは異なる評価値が   

得られたことから、現行評価値 0.005mg/L から  

新評価値 0.01mg/L への改正案が示されました。 

今後は、パラコートの目標値の改正案について、

パブリックコメントを経て、年度内に開催される   

厚生科学審議会生活環境水道部会で了承を得た 

上で、2024 年 4 月 1 日から適用される予定です。 

当社は水道法第 20 条に基づく厚生労働大臣 

登録の水質検査機関として長年の実績があります。

お気軽にお問合せ下さい。 

資料 2023 年 6月 16 日開催 厚生労働省  

2023 年度第 1 回水質基準逐次改正検討会資料          

有機分析箇所 長谷川知草 
 

 

下記の記事をご希望の方は編集室佐藤までご連絡下さい。 

1. 低濃度 PCB 廃棄物の無害化処理認定について 

2. 低濃度 PCB 廃棄物の無害化処理の認定申請について 

3. 産業廃棄物処理施設の設置、産業廃棄物処理業の   

許可等に関する状況（2021 年度実績等）について 

 

 

 
水質汚濁に係る環境基準における  
水域類型指定の見直しについて 
 2023 年 6 月 14 日に中央環境審議会水環境・   

土壌農薬部会が開催され、その中で「水質汚濁に 

係る生活環境の保全に関する環境基準の水域類型

の指定の見直しについて」検討が行われました。 

 環境基準に係る水域及び地域の指定の事務に  

関する政令（平成 5 年政令第 371 号）に基づき、  

政府が類型指定を行うとされている水域は、47 

水域（陸域 37 水域、海域 10 水域）となっています。     

既に類型指定されている水域のうち、 暫定目標

の期限が 2022 年度末で、見直しが必要な水域で 

ある、渡良瀬貯水池（谷中湖)及び荒川貯水池  

（彩湖）の環境基準の水域類型の指定(類型指定) 

及び暫定目標について、2023 年 2 月に行われたパ

ブリックコメントの募集をした結果を受けて、   

再度検討が行われました。 

 上記案では、2 月に提出された案との変更は   

なく、水域類型については両水域共に変更なしと 

されています、暫定目標は、渡良瀬貯水池について

COD5.2mg/L、全窒素0.93mg/L、全燐0.065mg/Lとされて

います。荒川貯水池については、COD が 3.7mg/L 

のまま据え置きとされています。なお、全燐につい

ては一律基準(0.03 mg/L)となります。 全窒素につい

ては適用除外の為、基準値は設定されていません。

また、これらの暫定目標の目標年度は2027年度です。 

当社では、河川、湖沼等の公共用水域における  

分析に加え、多くの排水項目の分析についても  

長年の実績があり、短納期での対応が可能です。 

是非一度ご相談下さい。 
資料 2023 年 6月 5日付 環境省  

中央環境審議会水環境・土壌農薬部会（第９回）

議事次第・配付資料 

環境検査箇所 武井友宏 

 

夏季休業について（お知らせ） 

誠に勝手ながら、当社では下記のとおり夏季休業させて

いただきます。何かとご迷惑をおかけすることとは存じ 

ますが、悪しからずご了承戴きたくお願い申し上げます。 

夏季休業日 8 月 14 日 (月) 
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